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編 集 後 記

　暑い暑いと言っていた今年の夏も去り，秋冷の候
となってきました．秋風とともに，新型コロナウイ
ルスも「秋風が立つ」ごとく冷めてくれればよいの
ですが，依然ホットな話題となっています．しかし
手探り状態であった1月の発生から3～5月の流行の
頃にくらべ，最近の感染者の動向は数的には多いも
のの，臨床的にも疫学的にもこのウイルスと病気に
対する理解が進み，質的に大きく変化してきていま
す．それに伴って，初期の概念のままの警戒感を維
持するだけではなく，考え方や対応方法そして体制
も変化すべき新たなフェーズに入ってきているので
はないかと思います．一方，国内外での小児におけ
る感染者数はやはり少なく，そのほとんどは軽症な
いし無症状で回復し，国内では幸いに小児の死亡例
はありませんが，注意深く見ていく必要があると思
います．日本小児科学会では，主に学会会員の協力
による「データベースを用いた国内発症小児 Coro-
navirus Disease 2019（COVID‒19）症例の臨床経過
に関する検討」に基づいた早期公開情報の案内，小
児の新型コロナウイルス感染症の診療に関連した海
外論文の概要などを，学会ホームページに掲載して
います．
　

　さて，今月号の特集は「小児の貧血」として，新
生児・乳幼児・学童・思春期と年齢別の貧血の診か
た，貧血の鑑別診断，貧血と栄養，疾病として自己
免疫性溶血性貧血・遺伝性球状赤血球症・ヘモグロ
ビン異常症・再生不良貧血の診断と治療についての
論文を，各エキスパートの先生方より頂きました．
私事ですが，今月号の編集後記担当者（岡部）が本
格的臨床研究論文に名前を載せていただいた第一号
は「先天性 phosphoglycerate kinase（PGK）欠乏症
の研究」（臨血誌）で，当時指導を頂いていた赤塚順
一助教授が研究室で楽しそうに実験を繰り返して確
認していた光景を懐かしく思い出しながら，あらた
めて貧血を見直すことを致しました．
　総説「腸内免疫学から考える新しいワクチン学」
は，この 10 月 1 日より国内で定期接種となったロタ
ワクチンを，別の面から考える良いタイミングとな
る論文であると思います．その他のトピックス，症
例，外国業績の紹介，いずれも大変興味深い論文が
掲載されております．
　6 月号の編集後記と同じ締めくくりですが，新型
コロナばかりが病気ではない，と雰囲気を変えてど
うぞ本誌をお楽しみください．

（岡部　信彦）
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